
○ 本県は、本年3月にＡＣＣＵと協働連携協定を締結。ＡＣＣＵとの連携による国際会議などＭＩＣＥの誘致、国際的な人材養成研修の充

実などを検討。

○ 国際会議以外にも、学術会議、フォーラム、シンポジウムの開催、大学等のセミナーハウスとしての活用など文化資源関連のＭＩＣＥ

を誘致。

○ あわせて、文化財の修復現場の公開など地域住民や来訪者が歴史文化資源と触れ合う学習・体験・研究の場の提供を行い、文化資

源交流を推進。

○ このため、ＡＣＣＵ以外にも美術系大学等との連携を検討。

（仮称）奈良県国際芸術家村における⽂化資源交流について 平成２８年６月２９日奈良県国際芸術家村構想等検討委員会

【【【【参考参考参考参考】】】】奈良県で古美術研究を実施している大学の現状（聞き取り）奈良県で古美術研究を実施している大学の現状（聞き取り）奈良県で古美術研究を実施している大学の現状（聞き取り）奈良県で古美術研究を実施している大学の現状（聞き取り）

○○○○学習・体験・研究の拠点学習・体験・研究の拠点学習・体験・研究の拠点学習・体験・研究の拠点としての展開（例）としての展開（例）としての展開（例）としての展開（例）
○ＡＣＣＵとの連携による国際展開等○ＡＣＣＵとの連携による国際展開等○ＡＣＣＵとの連携による国際展開等○ＡＣＣＵとの連携による国際展開等
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（仮称）奈良県国際芸術家村における官民協働、地域間連携、政策間連携について（仮称）奈良県国際芸術家村における官民協働、地域間連携、政策間連携について（仮称）奈良県国際芸術家村における官民協働、地域間連携、政策間連携について（仮称）奈良県国際芸術家村における官民協働、地域間連携、政策間連携について

※ＤＭＯ（Destination Management Organization：様々な地域資源を組み合わせた観光地の一体的なブランドづくり、ウェブ・ＳＮＳ等を活用した情報発信・プロモーション、効果的なマーケティング、戦略策定等について、地域が主体となって行う観光地域づくりの推進主体

○ （仮称）国際芸術家村において、官民協働、地域間連携、政策間連携を図りながら、今後の管理・運営等のあり方を検討するため、行政、教育機

関、地元自治会、観光・農業・伝統産業・国際関係の団体、金融機関など関係者による協議体（企画協議会）を本年３月に設置。

○ 観光、産業、まちづくり、福祉など幅広い分野への波及を視野に入れ、関係者で議論を深めながら、収支バランスのとれた整備・運営体系の確立

を目指し、平成２８年度は管理・運営主体等の調査検討を実施。

○ 道の駅、駐車場、サイクルステーション、観光案内所の管理運営○ 各施設全体の総括、情報発信・PR○ 文化資源を活用した着地型観光商品の造成（文化財修復現場の公開、発掘体験等官民連携ツアーなど）
○ 道の駅、駐車場、サイクルステーション、観光案内所の管理運営○ 各施設全体の総括、情報発信・PR○ 文化資源を活用した着地型観光商品の造成（文化財修復現場の公開、発掘体験等官民連携ツアーなど）

○ ホテル、付属

レストランの管

理運営

○ ホテル、付属

レストランの管

理運営

○ 伝統工芸品

展示・即売・制

作体験施設の

管理運営

○ 伝統工芸品

展示・即売・制

作体験施設の

管理運営

○ 農産物直売

所、加工所、農

家レストランの

管理運営

○ 農産物直売

所、加工所、農

家レストランの

管理運営

○ 文化施設（セミナー、講座室、長期滞在施設）等の管理運営○ 内外の文化資源交流（国際会議、生涯学習等）の拡大○ 人材育成、女性支援（翻訳、翻刻作業部門の移転）
○ 文化施設（セミナー、講座室、長期滞在施設）等の管理運営○ 内外の文化資源交流（国際会議、生涯学習等）の拡大○ 人材育成、女性支援（翻訳、翻刻作業部門の移転）

検討検討検討検討

運営：DMO等を想定
運営：農業団体等を想定 運営：産業団体等を想定

運営：民設民営を想定運営：文化系の団体等を想定
○ ＡＣＣＵ、地元大学、資料館などと連携 （仮称）奈良県国際芸術家村における運営等のイメージ

○「文化財修復の拠点」文化財保存事務所の移転、選定保存技術保存団体等を誘致

平成２８年６月２９日奈良県国際芸術家村構想等検討委員会

※（公財）ユネスコ・アジア文化センター（ＡＣＣＵ）との協力連携協定を平成28年3月に締結
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（仮称）奈良県国際芸術家村における伝統工芸の展開について 平成２８年６月２９日
奈良県国際芸術家村構想等検討委員会

伝統工芸の振興を目指す場とし、新たな挑戦、若手職人等の活動の支援、伝統工芸に関する情報
発信を行う。奈良の魅力を感じていただき、地域の活性化を目指す。

芸術家村までのプロセス

伝統工芸品の需要を増やしつつ、時代ニーズへの対応、 後継者育成を進めることで、伝統工芸品を産業として成り立つことを目指す
国際芸術家村での展開を見据え、今後以下の取組を実施することについて検討

国際芸術家村での展開課題とこれまでの施策展開

手漉き和紙
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○○○○ （仮称）奈良県国際芸術家村に、農村交流施設（農産物直売所、農産物加工施設、農家レストラン）を設けることで

賑わいを創出し、6次産業化等による地域農業の振興を図る。

○○○○ 平成２８年度は、「農」と「食」の魅力を活用した賑わいを創出するためのハード・ソフト一体的な取り組みを進める

ため、天理市等と連絡会議を開催し調整するとともに、委託業務により農村交流施設の運営方法等の検討を行い、

整備構想を策定していく。

国際芸術家村での展開を見据え、「農」と「食」の魅力を活用した国際芸術家村での展開を見据え、「農」と「食」の魅力を活用した国際芸術家村での展開を見据え、「農」と「食」の魅力を活用した国際芸術家村での展開を見据え、「農」と「食」の魅力を活用した賑わいの創出賑わいの創出賑わいの創出賑わいの創出(ソフト事業ソフト事業ソフト事業ソフト事業)を検討を検討を検討を検討
新たな特産品開発新たな特産品開発新たな特産品開発新たな特産品開発 イベント開催イベント開催イベント開催イベント開催 伝統食品加工講習伝統食品加工講習伝統食品加工講習伝統食品加工講習 ・・・・ 郷土料理教室郷土料理教室郷土料理教室郷土料理教室 農村の魅力情報発信農村の魅力情報発信農村の魅力情報発信農村の魅力情報発信

農産物直売所農産物直売所農産物直売所農産物直売所○新鮮野菜や地域特産品の販売による地域の活性化○少量多品目販売など、新たな販路開拓による地域農業の振興
「地の味土の香」協定直売所のイメージあすか夢の楽市（明日香村農林産物等販売所）

農産物加工施設農産物加工施設農産物加工施設農産物加工施設 農家レストラン農家レストラン農家レストラン農家レストラン○農業の6次産業化（生産・加工・販売）による地域の活性化○地元産品を利用した手作り加工品による所得向上と雇用創出
「地の味土の香」協定直売所における共通販売商品の一例

地の味土の香「當麻の家」農産物加工施設の様子
○四季折々の新鮮な地域食材の活用による地域の活性化○美味しい「食」の創造と発信による賑わいづくり

農家レストランのイメージ（奈良市(「清澄の里粟」)

（柿の葉寿司の手作り体験の例） （かんぴょうの料理教室の例） （山の辺の道周辺の柿の木オーナーの例）
農村交流施設にイベント・体験スペース確保の検討農村交流施設にイベント・体験スペース確保の検討農村交流施設にイベント・体験スペース確保の検討農村交流施設にイベント・体験スペース確保の検討

（都市農村交流イベントの例）(地元産のトマトを利用したジャムの例)

平成２８年５月２７日重要課題検討会議（仮称）奈良県国際芸術家村における農村交流施設の整備について奈良県国際芸術家村における農村交流施設の整備について奈良県国際芸術家村における農村交流施設の整備について奈良県国際芸術家村における農村交流施設の整備について

平成２８年６月２９日奈良県国際芸術家村構想等検討委員会
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○天理市がもつ様々な歴史文化・地域資源を活用し、文化・芸術等のイベント等の実施や周遊観光を促進することにより、文化・芸術に接する機会の拡充、交流人口の
拡大、地域の活性化、地元産業の振興等を目指す。特に、（仮称）奈良県国際芸術家村を天理市の古墳関連文化の拠点として位置づけ、出土品の展示・修復現場
の公開・開設、セミナー開催等の検討を行うとともに、その拠点施設として天理市文化財課（埋蔵文化財センター）の移転を検討する。

○歴史文化資源の修復・活用の拠点

・文化財修復、修復現場公開

・古文書等の文献資料の翻刻・情報発信

・文化財修復技術の伝承、翻刻者・翻訳

者の養成

・多言語化など

○文化資源交流の拠点

・国際会議、国際交流による人材養成研修

・学術会議、フォーラム、シンポジウム

・大学等のセミナーハウス

・修復現場の公開など地域住民や来訪者が

直接歴史文化資源に触れ合う機会の提供

・シニアセミナー、体験教室など

○観光・産業・まちづくりなどと政策連携し、地域

の賑わいと交流への波及効果を高める拠点

・周辺への周遊を含む着地型観光

・地元農産品の販売・加工、レストラン、

伝統工芸品の展示・即売・製作体験等

○県民や来訪者が上質な文化芸術に触れ合う

ことができる拠点

・質の高い文化芸術イベント

平成28年3月18日開催
奈良県国際芸術家村構想等検討委員会資料より

国際芸術家村における展開（県）

天理市の戦略

○古墳関連文化の拠点

・市文化財課（埋蔵文化財センター）移転、

出土品の常設展示

・修復作業公開、修復体験

・関連セミナー等の開催など

○文化資源交流の拠点

・古墳、山の辺の道関連フォーラムの開催

・映画祭の誘致

・学校教育との連携など

・天理大学（図書館・参考館）

との連携など

○地域のにぎわい拠点

・地元産品のマルシェ、レストラン

・周遊観光、サイクルツアー誘致

など

○駅前再開発事業との連動

・地域公共交通との連携

・「芸術通り」構想の検討

・芸術フェスタの開催

・レンタサイクル事業の検討など

○アーティスト・イン・レジデンス

・芸術振興、地域おこし、教育、福祉連携

・プレ事業の実施検討など

○CCRCの検討

・芸術家村連携型CCRCの検討

・シニア向けアクティビィティの開発など

天理市の展開

○豊かな地域資源を活かして交流を
呼び込み、地域に活力を呼び込む

○多様なライフスタイルの提案・シティ
プロモーション等により、天理に住む
豊かさをPRし新たな住民や人材を
引きつける

○交流人口がもたらす経済効果に
より地域に好循環を生み出し、
定住人口の増加につなげる

天理ならではの魅力を活かし
新しい人の流れをつくる

文化・芸術の拠点（（仮称）奈良県国際芸術家村）における天理市の施策展開について 平成２８年６月２９日
奈良県国際芸術家村構想等検討委員会
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